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５
月　

日（
日
）神
立
小
学
校
周

１４

辺
で
、
湯
沢
町
消
防
団
第
二
分
団

の
春
季
消
防
演
習
と
あ
わ
せ
て
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
小
雨
が
降
る
肌
寒
い
一
日
で

し
た
が
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
訓
練
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
ま
ず
、
消
火
器
を
使
用

し
た
初
期
消
火
訓
練
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。「
消
火
器
は
、
炎
に
向

か
っ
て
噴
射
し
て
も
、
火
は
な
か

な
か
消
え
ま
せ
ん
。
炎
の
根
元
を

め
が
け
て
噴
射
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
、
事
前
に
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
さ
れ
、
参
加
し

た
神
立
観
光
協
会
の
皆
さ
ん
は
手

際
よ
く
消
火
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
消
火
栓
を
使
っ
た

放
水
訓
練
と
、
水
害
を
想
定
し
た

土
の
う
積
み
訓
練
が
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
を
持
つ
表
情
に
も
、
土
の

う
を
積
み
上
げ
る
表
情
に
も
、
本

番
さ
な
が
ら
の
真
剣
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
建
物
の
火
災
で
逃

げ
遅
れ
た
人
を
救
助
す
る
想
定
の

訓
練
が
さ
れ
ま
し
た
。訓
練
は
、は

し
ご
車
を
使
用
し
、
神
立
小
学
校

の
屋
上
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救

助
す
る
と
い
う
実
践
的
な
も
の
で

し
た
。

今
後
も
、
防
災
訓
練
の
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
災
害
に
備
え
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 
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第１４２８号

わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章
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「
消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の

注
意
の
火

「
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
」」

　

春
季
消
防
演
習
と
あ
わ
せ
て
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

「
炎
の
根
元
を
狙
っ
て
着
実
に
消
火
」

消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練

「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
際
よ
く
」

土
の
う
積
み
訓
練

「
ホ
ー
ス
を
二
人
で
持
っ
て
放
水
」

放
水
訓
練

は
し
ご
車
を
使
い
、
取
り
残
さ
れ
た

人
を
救
助
す
る
想
定
の
訓
練

主

な

内

主

な

内

容容

湯沢町高齢者保健福祉計画および
第３期介護保険事業計画について・・・・・・２～４
平成１８年度克雪住宅協調整備事業について・・５
地籍調査についてのお願い・・・・・・・・・・６
マグナの人たちが湯沢に来ます・・・・・・・・７
６月１日から違法駐車の取締りが変わります・・８
�湯沢町都市施設公社からのご案内・・・・・・９
湯沢消防署からのお知らせ・・・・・・・・・・１０
健康ほっと情報・・・・・・・・・・・・・・・１１
音声訳の会「たんぽぽ」をご紹介します・・・・１２
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・１３～１４
６月の暦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
６月の救急当番・・・・・・・・・・・・・・・・１６



湯
沢
町
高
齢
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保
健
福
祉
計
画
お
よ

湯
沢
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
びび

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
てて

湯
沢
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

平成１８年以降も７５歳以上の方が増加す
る見込みです。

高高
齢齢
者者
人人
口口
おお
よよ
びび
要要
介介
護護
（（
要要
支支
援援
））
認認
定定
者者
数数
のの
現現
状状
とと
将将
来来
見見
込込
みみ
でで
すす平成１９年以降に介護予防事業の効果が

現れ、認定者の増加が抑制されると見込
んでいます。

高齢者人口の現状と将来見込み

２,５００

平成１５年

６５～７４歳 ７５歳以上

0

２,０００

１,５００

１,０００

５００

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

１,１４１ １,１１２ １,１３９ １,１２２ １,１２６ １,１３０

１,００７ １,０６８ １,１１０ １,１２９ １,１６４ １,２００

２,１４８ ２,１８０ ２,２４９ ２,２５１ ２,２９０ ２,３３０

要支援・要介護１ 要介護２～５

要介護（要支援）認定者の現状と将来見込み

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

４００

３５０

３００

０

１００

５０

１５０

２５０

２００

１２４１１７ １２０ １２３ １２８ １３３

２１２ ２０６ ２１０ ２１０ ２１５１９８

３１５
３３６ ３２６ ３３３ ３３８ ３４８

施施
策策
のの
体体
系系
はは
ここ
のの
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
５
６
０

・健康づくり、介護予防重視の町づくり
・在宅介護を地域全体で支える町づくり
・高齢者の自立を尊重する町づくり

・介護サービス基盤の整備
・介護予防及び疾病予防の推進
・認知症高齢者支援対策の推進
・地域生活支援体制（地域ケア体制）
　の整備
・高齢者の積極的な社会参加
・高齢者の権利擁護

（要約）
　

【介護保険事業】
・地域包括支援センターの設置
・予防給付の創設
・介護予防事業の実施
・地域支援事業の創設
・地域密着型サービスの創設
・包括的支援事業の実施
・任意事業の実施

【老人保健事業】

【介護保険対象外の事業】

【介護保険サービスの見込みと方策】
・介護保険サービス量の見込みと保険料
・低所得者等への配慮

湯
沢
町
で
は
、
今
後
も
高
齢
者

人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
な

ど
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、十

年
後
に
は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

世
代（
団
塊
の
世
代
）の
方
た
ち
が

全
て　

歳
以
上
と
な
る
節
目
の
年

６５

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
様
々
な
状
況

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
湯
沢
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
３

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
の
で
、
計
画
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

 

（2）広報ゆざわ　H１８．５．２８

基本的理基本的理念念

基本的方基本的方針針

施策の概施策の概要要



（3）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
の
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

湯
沢
町
を
ひ
と
つ
の
生
活
圏
域
と

し
て
、
湯
沢
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

予
防
給
付
の
創
設

要
支
援
状
態
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
可
能
な
限
り
機
能
の
低
下
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、要
支
援
１
、及
び
要
支
援
２
の

認
定
者
に
対
し
て
、
生
活
機
能
低

下
の
防
止
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
し
ま
す
。

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換

介
護
が
必
要
と
な
る
前
か
ら
、

介
護
予
防（
地
域
支
援
事
業
）の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
重
度

化
防
止
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
介
護
予
防
事

業
、
特
定
高
齢
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
転
倒
・
骨
折
予
防
教
室
等

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
の
創
設

地
域
に
お
け
る
包
括
的
・
継
続

的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
強
化

す
る
観
点
か
ら
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た
事
業
で
す
。
現
在
実
施
し
て

い
る
老
人
保
健
事
業
や
、
介
護
予

防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
な
ど
を

再
編
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
要
支
援
状
態
に
な

る
前
か
ら
介
護
予
防
を
推
進
し
ま

す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

創
設

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

支
え
る
た
め
、
身
近
な
地
域
で
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
な
サ
ー
ビ

ス
類
型
と
し
て
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」を
創
設
し
ま
す
。地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
湯
沢
町
が
町
内
に
あ

る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
、

湯
沢
町
の
被
保
険
者
の
み
が
利
用

で
き
ま
す
。な
お
、様
々
な
理
由
で

他
市
町
村
に
あ
る
事
業
所
の
利
用

を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
業
所
の

所
在
市
町
村
の
同
意
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

包
括
的
支
援
事
業
、
任
意

事
業
の
実
施

　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

総
合
相
談
、
権
利
擁
護
な
ど
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
事
業
を
実

施
し
ま
す
。ま
た
、任
意
事
業
と
し

て
成
年
後
見
人
制
度
利
用
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
の

推
進

高
齢
期
に
健
康
な
生
活
を
送
る

た
め
に
も
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康

増
進
・
疾
病
予
防
が
大
切
で
す
。高

齢
者
保
健
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
機
能

の
低
下
予
防
・
維
持
・
向
上
の
観

点
か
ら
効
果
的
な
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
支

援
事
業
と
連
携
を
図
っ
て
、
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま

す
。 

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
の
給

付
費
は
、
過
去
の
実
績
と
制
度
改

正
、新
報
酬
単
価
を
踏
ま
え
、次
の

よ
う
に
見
込
み
ま
し
た
。 

 

施施
策策
のの
概概
要要
にに
つつ
いい
てて

ごご
説説
明明
しし
まま
すす

平成２０年度平成１９年度平成１８年度区　　分

６億０９６９万円５億９８１２万円５億７７４８万円介護保険給付費

２億８８２４万円２億７８２３万円２億７２６６万円居宅サービス
内　

訳
３億１２７７万円３億１１９４万円２億９７５４万円施設サービス

８６６万円７９４万円７２８万円高額介護サービス費等

１８２６万円１３７４万円１１５３万円地域支援事業費

６億２７９６万円６億１１８６万円５億８９０１万円合　　計

介介
護護
保保
険険
事事
業業
のの
給給
付付
費費
のの
見見
込込
みみ
でで
すす

湯沢町
１２．５％

６５歳以上の
方の保険料
１９．０％

国
２５．０％

新潟県
１２．５％

４０～６４歳の
方の保険料
３１．０％

介
護
保
険
事
業
の

財
源
構
成
で
す

介護サービスを利用する
場合、原則として費用の 1
割が自己負担となり、残り
の9割が給付されます。ま
た、地域支援事業費につい
ても保険料と公費で賄う
ことになっています。



介護保険料（平成１８年度～平成２０年度）

保険料（年額）保険料率対象者区分

２４,４００円基準額×０．５
市町村民税世帯非課税で生活保護受給者や老齢
福祉年金受給者の方

第１段階

２４,４００円基準額×０．５
本人及び世帯全員が市町村民税非課税で合計
所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の方

第２段階

３６,６００円基準額×０．７５
本人及び世帯全員が市町村民税非課税で第２段
階以外の方

第３段階

４８,８００円基準額本人が市町村民税非課税の方第４段階

６１,０００円基準額×１．２５
本人が市町村民税課税で合計所得金額２００万円
未満の方

第５段階

７３,２００円基準額×１．５
本人が市町村民税課税で合計所得金額２００万円
以上の方

第６段階

税制改正により段階が変わる方への激変緩和措置

平成１９年度平成１８年度
区分

保険料（年額）保険料率保険料（年額）保険料率

４０,５００円基準額×０．８３３２,２００円基準額×０．６６第１段階から第４段階へ

４０,５００円基準額×０．８３３２,２００円基準額×０．６６第２段階から第４段階へ

４４,４００円基準額×０．９１４０,５００円基準額×０．８３第３段階から第４段階へ

４８,８００円基準額×１．００３６,６００円基準額×０．７５第１段階から第５段階へ

４８,８００円基準額×１．００３６,６００円基準額×０．７５第２段階から第５段階へ

５２,７００円基準額×１．０８４４,４００円基準額×０．９１第３段階から第５段階へ

５６,６００円基準額×１．１６５２,７００円基準額×１．０８第４段階から第５段階へ

介介
護護
保保
険険
料料
のの
算算
定定
はは
次次
のの
とと
おお
りり
でで
すす

　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、介
護
保
険
給
付
費
及
び
高
齢
者
人
口
の
推
計
を
基
に
し
て
、次
の
表

６５
の
と
お
り
算
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
税
制
改
正
に
よ
り
段
階
が
変
わ
る
方
へ
の
激
変
緩
和
措
置
は
、各
段
階

ご
と
に
そ
の
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

所所
得得
のの
低低
いい
方方
等等
へへ
のの
配配
慮慮

 

 

 

特
定
入
所
者
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
創
設

施
設
等
に
お
け
る
食
費
・
居
住

費
（
滞
在
費
）
は
、
平
成　

年　

月

１７

１０

か
ら
利
用
者
の
自
己
負
担
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、低
所
得
の

方
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担

限
度
額
を
設
け
、
限
度
額
を
超
え

る
額
を
保
険
給
付
し
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

の
１
ヶ
月
の
世
帯
合
計
額
が
所
得

に
応
じ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合

は
、
そ
の
超
え
た
額
を
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者

負
担
軽
減
制
度

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
生
計
が

困
難
な
方
（
生
活
保
護
受
給
者
や

旧
措
置
入
所
者
の
一
部
を
除
く
）

に
対
し
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
等

が
提
供
す
る
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
利
用
者
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

税
制
改
正
に
よ
る
保
険
料
・

利
用
料
へ
の
対
応

税
制
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

　

歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い

６５た
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

る
た
め
、
市
町
村
税
が
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
こ
れ
に
該
当
す
る
方
は
介
護

保
険
料
及
び
利
用
料
の
負
担
も
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度

１８

及
び
平
成　

年
度
に
つ
い
て
は
、

１９

負
担
が
急
激
に
増
え
な
い
よ
う
緩

和
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
保
険
料
の

減
免

保
険
料
所
得
段
階
が
第
１
段
階

か
ら
第
３
段
階
ま
で
の
第
一
号
被

保
険
者
の
う
ち
特
に
生
計
が
困
難

な
方
や
災
害
等
に
よ
り
著
し
い
損

害
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
、
そ
の

世
帯
の
状
況
に
応
じ
介
護
保
険
料

を
減
免
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係

℡
７
８
４
・
４
５
６
０
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雪
下
ろ
し
か
ら

雪
下
ろ
し
か
ら
のの

開
放
を
め
ざ
し

開
放
を
め
ざ
し
てて

町
で
は
、
本
年
度
も
克
雪
住

宅
を
建
築
す
る
場
合
、
予
算
の

範
囲
内
で
工
事
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
雪
下
ろ
し
に

よ
る
負
担
の
軽
減
及
び
危
険
防

止
か
ら
、
雪
下
ろ
し
の
い
ら
な

い
住
宅
の
普
及
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

融
雪
式
住
宅
に　

万
円
で
、

４４

雪
に
強
い
住
宅
を
作
り
ま
し
ょ

う
。一

般
住
宅
等
で
融
雪
式
・
耐
雪

式
又
は
落
雪
式（
高
床
の
み
）の
住

宅
の
新
築
又
は
改
良
す
る
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は

以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

補
助
金
額
は
次
の
式
に
よ
り
算

出
し
ま
す
。

申
し
込
み
等
の
手
続
き

①
申
込
み

　

建
築
工
事
の
着
手
前
に
補
助
金

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。）

②
申
込
み
の
受
付
期
間

　
　

月
末
日
ま
で

１１

③
対
象
工
期

　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
２
月
末

日
ま
で
に
施
工
し
た
住
宅
と
し

ま
す
。た
だ
し
、工
事
は
町
か
ら

の
審
査
結
果
の
通
知
後
に
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。

④
補
助
金
交
付
申
請
及
び

　

実
績
報
告
書

　

工
事
が
完
了
し
た
ら
、
工
事
完

了
後　

日
以
内
に
補
助
金
交
付

３０

申
請
書
及
び
事
業
実
績
報
告
書

を
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
補
助
金
交
付
申
請
書
及
び

実
績
報
告
書
に
よ
り
町
で
補
助

金
の
額
を
決
定
し
ま
す
。（
補
助

金
交
付
申
請
書
及
び
実
績
報
告

書
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。）

⑤
補
助
金
の
支
払
い

　

完
了
検
査
終
了
後
お
支
払
い
し

ま
す
。（　

日
以
内
）

３０

※
今
年
度
よ
り
補
助
金
交
付
対
象

者
の
審
査
に
所
得
制
限
を
設
け

ま
し
た
。
前
年
の
所
得
金
額
が
、

７
８
０
万
円
未
満
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
課
都
市

計
画
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

℡
７
８
４
・
４
８
５
２
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平
成

年
度

克
雪
住
宅
協
調
整
備
事

平
成　

年
度　

克
雪
住
宅
協
調
整
備
事
業業

１８１８

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
２

①
融
雪
式
住
宅
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
（
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油
等
）

の
利
用
に
よ
り
屋
根
融
雪
す

る
も
の
で
す
。

※
散
水
式
は
対
象
外
で
す
。

②
耐
雪
式
住
宅　

メ
ー
ト
ル
の

３.４

積
雪
荷
重
に
対
し
、
安
全
で
あ

る
こ
と
が
構
造
計
算
等
に
よ

り
確
認
で
き
、
か
つ
、
雪
庇
対

策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

③
落
雪
式
住
宅
（
高
床
の
み
）
屋

根
勾
配
を
お
お
む
ね　

度
以

２５

上
と
し
、
金
属
板
等
滑
雪
能
力

の
あ
る
屋
根
材
を
使
用
、
ま
た

は
強
制
排
雪
装
置
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
落
雪
す
る
も

の
で
、
基
礎
を
非
木
造
と
し
床

下
高
が
平
均
地
盤
面
よ
り
、　
１.５

メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅
で
す
。

た
だ
し
、
落
下
す
る
屋
根
雪
の

影
響
距
離
（
南
魚
沼
地
域
屋
根

雪
に
関
す
る
指
導
要
綱
に
よ

る
。）
を
確
保
し
て
い
る
も
の

で
す

対
象
住
宅

補
助
金
額

◇融雪式・耐雪式補助金額＝

　対象工事費（限度額２５０万円）×補助率（１７.６％）　（限度額は４４万円）

◇落雪式（高床）補助金額＝

対象工事費（限度額２５０万円）×補助率（１３.２％）　（限度額は３３万円）

【例】　対象工事費が１００万円の場合の補助金額は･･･

◇融雪式住宅・耐雪式住宅 １７万６，０００円　（１００万円×１７．６％）

◇落雪式住宅（高床のみ） １３万２，０００円　（１００万円×１３．２％）

※対象工事費とは克雪住宅と一般住宅との建築工事費の差額となります。

電気、石油、ガス等を用いた熱源
により、短期間に融雪する方法

生活余熱、外気の利用等により
一定期間をかけて徐々に融雪する方法

敷地に堆雪スペースを確保し、
屋根雪を自然落下させる方法

電気・石油・
ガスなどの熱源

暖気の循環

融 雪融　雪　式式 そ のそ　の　他他
（融雪式の要件に
合致しないもの）



地
籍
調
査
は
、
土
地
分
類
調
査
、

水
調
査
と
並
び
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
く「
国
土
調
査
」の
一
つ
で
あ

り
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、

地
番
、地
目
を
調
査
し
、境
界
の
位

置
と
面
積
を
測
量
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
る
地
図
の
約
半
分
が
、
い
ま

だ
に
明
治
時
代
の
地
租
改
正
時
に

作
ら
れ
た
地
図（
公
図
）な
ど
を
基

に
し
た
も
の
で
す
。公
図
は
、境
界
、

形
状
な
ど
が
現
実
と
は
違
う
場
合

が
あ
り
、
ま
た
登
記
簿
に
記
載
さ

れ
た
土
地
の
面
積
も
、
正
確
で
は

な
い
場
合
も
あ
る
の
が
実
態
で
す
。

地
籍
調
査
が
行
わ
れ
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
登
記
簿
、
地
図
が
現
況

に
合
っ
た
正
確
な
地
籍
簿
、
地
籍

図
に
書
き
か
え
ら
れ
、
そ
の
後
の

土
地
取
引
の
円
滑
化
、
土
地
に
係

る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、
災
害

後
の
早
期
復
旧
な
ど
多
方
面
で
役

立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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税
務
課
国
土
調
査
係
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
２
６
１
１

地
籍
調
査
に
つ
い
て
の
お
願

地
籍
調
査
に
つ
い
て
の
お
願
いい

②関係者による立会いを
行い、境界等を特定しま

す。特定した境界には境

界杭等を設置します。

実施年・平成１８年

③立会いで特定した境界
に基づき測量等を行いま

す。

実施年・平成１８～１９年

①基準点を設置しま
す。測量をより正

確にするためです。

（町で事前に実施済

です。）

実施年・平成１７年

地籍調査に要する期間は、

調査区ごとに調査開始か

ら終了まで約３～４年か

かります。（今年度調査地

区の場合。あくまでも計

画ですので、実施年の変

更もあります。）

��

��

④測量結果に基づき地図
及び簿冊の原案を作成

します。

実施年・平成１９年～２０年

⑤作成された地図及び簿冊の原案
を閲覧確認していただきます。

その後成果としてまとめ、県へ

認証請求します。県は国の承認

を得た後これを認証します。

実施年・平成２０年～２１年

⑥認証に基づき成果の写
しを法務局へ送付しま

す。法務局はこれを登記

簿に反映します

実施年・平成２１年

今年度の主な調査区域は魚野川を

含む土樽地区の一部です

平成１８年度地籍調査（立会い）実施区域図

�

地
籍
調
査
の
順

地
籍
調
査
の
順
序序



（7）

①
立
会
日
ま
で
に
所
有
者
間
と
の

境
界
を
仮
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

立
会
日
ま
で
に
あ
ら
か
じ
め
所

有
者
間
と
の
境
界
を
双
方
合
意
の

上
で
特
定
し
、
目
印
等
を
設
置
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
立
会
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ
る
た
め
で

す
。た
だ
し
、資
料
等
と
全
く
異
な

り
勝
手
に
新
た
な
境
界
を
設
定
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
公
共
用

地
の
境
界
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前

に
町
で
仮
杭
を
設
置
し
て
お
き
ま

す
。

②
立
会
い
通
知
に
基
づ
き
立
会
い

に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

立
会
い
は
隣
接
す
る
方
々
の
う

ち
１
人
で
も
欠
席
し
ま
す
と
、
立

会
い
が
成
立
せ
ず
、
出
席
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
ご
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
効
率
良
く
立
会
い
が
出

来
る
よ
う
日
程
を
調
整
し
、
立
会

い
依
頼
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
悪
い
場
合
は

必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。

③
閲
覧
確
認
を
必
ず
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

立
会
い
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た

地
図
と
簿
冊
の
原
案
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
閲
覧
期
間
は　
２０

日
間
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間

内
に
間
違
い
等
の
訂
正
を
申
し
出

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
今
年
度
の

閲
覧
は
平
成　

年
に
立
会
い
を
し

１７

た
地
域
（
松
川
・
土
樽
地
区
の
一

部
）で
、平
成　

年
２
月
頃
を
予
定

１９

し
て
お
り
ま
す
。
広
報
等
で
案
内

し
ま
す
が
、
該
当
者
全
員
の
方
に

通
知
し
ま
す
。

問
　

地
籍
調
査
に
係
る
費
用
の
個
人

負
担
は
あ
り
ま
す
か
？

答
　

基
本
的
に
は
測
量
か
ら
登
記
ま

で
に
要
す
る
費
用
の
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、立
会

現
場
、
閲
覧
会
場
等
へ
の
交
通

費
は
個
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
　

お
互
い
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い

等
、
筆
界
が
決
ま
ら
な
い
と
ど

の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す

か
？

答
　

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
が
か
み
合
わ

ず
ど
う
し
て
も
合
意
に
至
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、立

会
い
を
求
め
て
も
様
々
な
事
情

で
立
会
い
が
得
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
境
界
の
確
認
が
出
来
な
い

こ
と
か
ら「
筆
界
未
定
」と
し
て

扱
わ
れ
、地
籍
図
に
筆
界
線（
境

界
線
）
を
表
示
で
き
な
く
な
り

ま
す
。筆
界
未
定
に
な
る
と
、将

来
土
地
の
売
買
等
の
た
め
に
そ

の
筆
を
分
筆
し
よ
う
と
し
て
も

登
記
で
き
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
発
生
し
ま
す
。
仮
に
地
籍
調

査
終
了
後
、
改
め
て
お
互
い
が

境
界
を
確
認
し
、
合
意
に
達
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
測
量
や
登

記
に
係
る
経
費
は
個
人
の
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
国
土
調
査
係

℡
７
８
４
・
２
６
１
１

　

皆
さ
ん
で
歓
迎
し
ま
し
ょ
う

町
で
は
国
際
社
会
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
と
異
文
化
の
理
解
、

そ
し
て
英
語
力
の
向
上
や
町
民
の

交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
、
国
際
姉
妹
都
市
提
携
を
目

指
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
郡
マ
グ
ナ
へ
、
平

成　

年
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

１５
そ
の
活
動
の
一
環
で
、
昨
年
も
教

育
交
流
と
し
て
湯
沢
中
学
校
の
生

徒
を
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
派
遣

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
徒
た
ち
は

充
実
し
た
生
活
を
送
り
、
多
く
の

事
を
学
び
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。

今
年
も
湯
沢
中
学
校
の
生
徒
の

派
遣
を
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
、　

人
の
人
た
ち
が

１２

マ
グ
ナ
か
ら
湯
沢
町
に
や
っ
て
き

ま
す
。

６
月
８
日
に
湯
沢
に
来
ま
す

期
間
は
６
月
８
日（
木
）か
ら　
１６

日
（
金
）
ま
で
で
、
町
内
の
観
光
、

湯
沢
中
学
校
の
生
徒
と
の
交
流
、

日
本
語
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
が
主
な

内
容
で
す
。宿
泊
は
昨
年
、マ
グ
ナ

で
交
流
し
て
き
た
生
徒
の
家
庭
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

湯
沢
町
で
の
思
い
出
が
よ
り
良

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
で
、

歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。 

境
界
紛
争
な
ど
土
地
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
社
会

生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
地
籍

調
査
事
業
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
行
財
政
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
５
５
１

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

マ
グ
ナ
の
人
た
ち
が
湯
沢
に
来
ま
す

マ
グ
ナ
の
人
た
ち
が
湯
沢
に
来
ま
す
！！

昨
年
も
マ
グ
ナ
の
人
た
ち
が

湯
沢
町
を
訪
れ
ま
し
た

� �������������������������������������������������������������������������������������������

皆
さ
ま
へ
の
お
願

皆
さ
ま
へ
の
お
願
いい

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
ＡＡ



路
上
駐
車
は
交
通
渋
滞
を
引
き

起
こ
す
ば
か
り
で
な
く
、
歩
行
者

に
と
っ
て
も
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
、
違
法
駐
車
が
原
因
で
事
故
が

起
き
た
場
合
は
、
直
接
の
加
害
者

に
加
え
て
違
法
駐
車
し
て
い
た
人

に
も
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
な
く
な
れ
ば
、
町

民
や
観
光
の
お
客
様
も
安
心
し
て

買
い
物
や
散
策
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
観
光
地
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
り
ま
す
。

路
上
駐
車
は
皆
さ
ん
に
迷
惑
を

掛
け
て
い
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し

て
、
観
光
地
湯
沢
町
か
ら
路
上
駐

車
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

 

 

 

 

 

（8）広報ゆざわ　H１８．５．２８

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

①
車
両
の
所
有
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
放
置
違
反
金
の
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　

放
置
駐
車
違
反
が
確
認
さ
れ
た
車
両
に
つ
い
て
、運
転
者
が
反
則
金

を
納
付
し
な
い
場
合
な
ど
に
は
、そ
の
車
両
の
所
有
者
な
ど
に
対
し

て
放
置
違
反
金（
反
則
金
と
同
額
）の
納
付
が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。さ
ら

に
、放
置
違
反
金
納
付
命
令
を
繰
り
返
し
受
け
た
常
習
違
反
者
に
は
、

一
定
期
間
、
車
両
の
使
用
制
限
が
命
令
さ
れ
ま
す
。

②
民
間
の
駐
車
監
視
員
が
放
置
駐
車
違
反
の
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

　

駐
車
違
反
取
締
り
の
民
間
委
託
が
始
ま
り
、新
潟
県
内
で
は
新
潟
東

署
、新
潟
中
央
署
、長
岡
署
の
三
署
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。南
魚
沼
警
察

署
管
内
で
は
従
来
ど
お
り
警
察
官
が
行
い
ま
す
。

③
悪
質
、危
険
、迷
惑
な
違
反
に
重
点
を
置
き
、短
時
間
の
放
置
駐
車
も

取
り
締
ま
り
ま
す
。

　

放
置
駐
車
違
反
の
車
両
に
つ
い
て
は
、駐
車
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら

ず
、
確
認
標
章
を
取
り
付
け
て
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
実
現
を
図

り
ま
す
。

④
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と
車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

放
置
違
反
金
を
滞
納
し
て
公
安
委
員
会
か
ら
督
促
を
受
け
た
者
は
、

滞
納
処
分
に
よ
る
強
制
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
放
置
違

反
金
が
納
付
さ
れ
な
け
れ
ば
、車
検
手
続
き
が
完
了
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　

南
魚
沼
警
察
署
交
通
指
導
係（
℡
７
７
０
・
０
１
１
０　

内
線
４
１
１
）

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

路路
上上
のの
違違
法法
駐駐
車車
にに
はは
危危
険険
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
！！

〜
買
い
物
や
食
事
に
は
、
お
店
の
駐
車
場
や
町
営
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

�
　

町
営
滝
沢
駐
車
場
（
新
幹
線
の
高
架
橋
下
）

　

４
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
は
、
５
時
間
ま
で
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

１１

３０

長
時
間
駐
車
が
必
要
な
方
は
、
月
極
め
駐
車
（
夏
期
１
０，
０
０
０
円
、
冬

期
１
３，
０
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
事
業
所
（
７
８
４
・
３
３
２
６
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
　

湯
沢
駅
東
口
駅
前
駐
車
場
↓
送
迎
等
で
、　

分
以
内
で
す
。

６０

�
　

湯
沢
駅
西
口
駅
前
駐
車
場
↓
送
迎
等
で
、　

分
以
内
で
す
。

６０

�
　

主
水
公
園
駐
車
場
↓　

台
、
無
料
で
す
。

１７

�
　

湯
沢
駅
東
口
第
２
駐
車
場
（
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
様
隣
）
↓　

台
、
無
料
で
す
。

１７

�
　

湯
沢
駅
東
口
第
３
駐
車
場
（
駅
本
ビ
ル
様
裏
）
↓
５
台
、
無
料
で
す
。

（
湯
沢
駅
東
口
第
２
、
第
３
駐
車
場
は
、
冬
期
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

町営駐車場のご案内

�

�
�

� �

�

�
�
越
後
湯
沢
駅

西口
東口

６
月
１
日
か
ら
違
法
駐
車
の
取
締
り
が
変
わ
り
ま

６
月
１
日
か
ら
違
法
駐
車
の
取
締
り
が
変
わ
り
ま
す



（9）

 

（
財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

レレジジャャーーププーールル「「オオーーロロララ」」
　６月１日より　　　屋屋内内ププーールルががオオーーププンンししまますす

《営業期間》
屋内プール・・６月１日（木）～８月３１日（木）　（定休日は毎週火曜日・夏休み期間は無休）
屋外プール・・７月１５日（土）～８月３１日（木）　（夏休み期間）
《営業時間》
屋内プール・・午前１０時～午後５時　（夏休み期間は午前９時３０分より）
屋外プール・・午前９時３０分～午後５時　（天候状況によっては中止する場合があります）

《プール入場券》

《プール定期券》

高校生以上４歳～中学生期間区分

９００円５００円６月１日（木）～７月１４日（金）
一回券

１，５００円８００円７月１５日（土）～８月３１日（木）

保護者セット（４歳～小学２年生）高校生以上小学３年生～中学生区分

５，０００円５，０００円２，５００円シーズン券

※南魚沼市および湯沢町に住所を有する方の料金です。これ

以外の市町村に住所を有する方は、上記の金額の倍額にな

ります。

※４歳から小学２年生の子供は、保護者同伴とします。保護者

１人につき家族内の子供２人までが入場できる「保護者セッ

ト券」をご利用ください。

【問い合わせ】　

湯沢町レジャープール「オーロラ」 ℡７８７－６６００

（財）湯沢町都市施設公社 ℡７８４－１５１１

もっと花を楽しんでみませんか？

講師内容など募集講座日時

花遊びスタッフ

優雅に彩るプリンセスローズとの出会い。
３３９種１８００株の華麗なる香りが楽しめま
す。高速道路で長岡まで、マイクロバスで
出かけます。入園料を含みます。

越越後後丘丘陵陵公公園園
ばばららままつつりり
参加料 ：１，５００円
定　員 ：２５人

６月７日（水）
１３:００～

１７:００

花遊びスタッフ

「フローラルガーデンおぶせ」と５７０種１２００
株が咲き誇るバラ公園に行きます。マイク
ロバスで行きます。入園料と昼食代を含み
ます。

一一本本木木ババララ公公園園＆＆
小小布布施施のの花花パパーークク
参加料 ：３，０００円
定　員 ：２５名

６月１２日（月）
８:３０～

１７:００
※定員になり次第締め切ります。
【集合場所】　湯沢カルチャーセンター
【問い合わせ】　（財）湯沢町都市施設公社（カルチャーセンター内）℡７８４－１５１１

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花のののののののののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢 「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加花のまち湯沢　「花遊び講座」参加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集のののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内募集のご案内！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



消
防
法
が
改
正
さ
れ
て
、
全
国

　

一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

統
計
に
よ
れ
ば
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
数
は
、
建
物
火
災
に
よ

る
死
者
数
の
約
９
割
に
も
及
び
ま

す
。ま
た
、住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

の
約
６
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
火
災
の
発
生
に

早
く
気
が
つ
け
ば
、
逃
げ
遅
れ
て

火
災
で
亡
く
な
る
こ
と
を
、
か
な

り
防
止
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
率
が
9
割
以
上
の
ア
メ
リ
カ
で

は
、
普
及
前
に
比
べ
て
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
が
半
減
し
ま
し
た
。

火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
発
生

を
住
ん
で
い
る
人
に
少
し
で
も
早

く
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
火
災
に

よ
る
死
者
が
出
な
い
よ
う
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

設
置
時
期
は
い
つ
ま
で
？

《
新
築
住
宅
》

平
成　

年
６
月
１
日
か
ら

１８

《
新
築
住
宅
以
外
》

（
平
成　

年
６
月
１
日
現
在
、
既

１８

　

存
の
住
宅
や
工
事
中
の
住
宅
）

平
成　

年
5
月　

日
ま
で

２３

３１

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

一
戸
建
て
の
住
宅
等
に
設
置
し

て
、
火
災
時
の
煙
や
熱
を
感
知
し
、

警
報
音
や
音
声
で
火
災
を
知
ら
せ

る
機
器
で
す
。（
自
動
火
災
報
知
設

備
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
あ
る
場
合

は
、設
置
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１
１

南
魚
沼
市
消
防
本
部
予
防
課

℡
７
８
２
・
５
３
３
０ 
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湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

第
3
回　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

住宅用火災警報器の設置義務化を契機として、不適正な価格で販売

したり、無理強いして販売する業者が出てくることが予想されます。

・公的な機関（町や消防署）の職員が訪問・販売することはありま

せん。

・火災警報器は、クーリングオフの対象です。

・国の技術基準に適合しない火災警報器を購入しな

いようにしましょう。（日本消防検定協会のＮＳ

マークのついた製品をおすすめします。）

悪悪質質なな訪訪問問販販売売ににごご注注意意くくだだささいい

壁用�

・
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
に
設
置
し
ま
す
。（
普
段
就
寝

し
て
い
る
部
屋
の
こ
と
で
、
来
客
が
就
寝
す
る
よ
う
な

部
屋
は
除
き
ま
す
。）

・
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
が
あ
る
階
の
階
段
の
踊
り
場
の

天
井
、
又
は
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
避
難
階

（
１
階
な
ど
容
易
に
避
難
で
き
る
階
）
は
除
き
ま
す
。）

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの主主なな設設置置場場所所

※建物の階数によって設置場所は異なります。
※正確に作動するよう取り付け位置が定められています。
※設置するべき場所には、煙感知式警報機を設置します。

子供部屋（寝室） 階段 主寝室

大
き
く
分
け
て
、
煙
に
感
知
す
る
も
の

と
熱
に
感
知
す
る
も
の
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
天
井
設
置
式

と
壁
設
置
式
、
家
庭
用
電
源
（
1
0
0
V
）

式
と
乾
電
池
式
の
二
つ
の
方
式
が
あ
り

ま
す
。

天井用▲

住住
宅宅
用用
火火
災災
警警
報報
器器
のの
種種
類類
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今
回
の
テ
ー
マ
は

　
「
歯
み
が
き
の
効
果
的
な

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
」　

で
す

む
し
歯
・
歯
周
病
の
犯
人
は
、歯

垢
で
す
。歯
垢
を
取
り
除
き
、元
気

な
歯
に
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
み
が
い
て
い

る
」
と
「
み
が
け
て
い
る
」
で
は
大

き
く
違
い
ま
す
。
今
回
は
効
果
的

な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。 

 

 

 

乳
歯
の
奥
に
6
歳
ご
ろ
に
初
め

て
永
久
歯（
第
一
大
臼
歯〈
6
歳
臼

歯
と
も
い
う
〉）が
生
え
て
き
ま
す

が
、
生
え
た
直
後
は
気
が
つ
き
に

く
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
第
一
大
臼
歯
は
、
か
む
力
が
最

も
強
く
、
歯
並
び
や
か
み
合
わ
せ

の
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
む
し
歯

に
最
も
な
り
や
す
い
歯
で
す
。

こ
の
時
期
は
乳
歯
と
永
久
歯
が

混
在
し
て
歯
並
び
が
不
ぞ
ろ
い
に

な
り
が
ち
な
の
で
、
歯
ブ
ラ
シ
の

届
き
に
く
い
歯
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
小
学
校
中
学
年
ま
で
は
、

保
護
者
が
仕
上
げ
み
が
き
し
ま

し
ょ
う
。

歯
垢
を
赤
く
染
め
る
検
査
液
を

使
っ
て
、
磨
き
に
く
い
場
所
を

知
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
歯
垢
の
チ
ェ
ッ
ク
と
歯
み

が
き
が
同
時
に
で
き
る
歯
み
が
き

剤
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ

る
方
は
歯
科
医
院
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

健康ほっと健康ほっと情情報報
保健センター
℡７８４－３１４９
地域包括支援センター
℡７８４－３０００

第２３第２３号号

６
月
４
日
（
日
）
か

６
月
４
日
（
日
）
か
らら

６
月

日
（
土
）
ま
で

６
月　

日
（
土
）
ま
で
はは

１０１０

歯
の
衛
生
週
間
で

歯
の
衛
生
週
間
で
すす

子
供
に
つ
い
て
は

子
供
に
つ
い
て
は
、、

学
童
期
に
な
っ
て

学
童
期
に
な
っ
て
もも

保
護
者
の
歯
み
が

保
護
者
の
歯
み
が
きき

チ
ェ
ッ
ク
が
不
可
欠
で

チ
ェ
ッ
ク
が
不
可
欠
で
すす

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

歯ブラシが歯と歯肉の境目に

くるように直角にあてる。みが

く力は２００～３００グラムくらい。

歯ブラシ小刻みに横に動かす。

１か所につき３０回ほど振動さ

せ１０回ごとに歯ブラシをあて

直す。歯１本～１本半くらいず

つずらしていく。

奥歯の内側（舌のある側）をみ

がくときは歯ブラシを９０度に

あてるのはむずかしいので、４５

度くらいの角度であてる。

前歯の裏側は歯ブラシをたて

て縦に小刻みに振動させる。下

の前歯の裏側も同様に。

かみ合わせの面は、やや強めに

かき出すように。

スクラッビング法を使って
歯
み
が
き
の
基
本

歯
み
が
き
の
基
本
をを

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
うう

１ ２ ３

４ ５ ＰＯＩＮＴ

・歯ブラシは強くおしつけな

い。（毛先がねないように）

・歯みがき粉を使う場合はご

く少量にする。

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

次
の
と
こ
ろ
は
注
意
し

次
の
と
こ
ろ
は
注
意
し
てて

み
が
き
ま
し
ょ

み
が
き
ま
し
ょ
うう

歯と歯の間 歯と歯肉の境目 奥歯のかみ合わせ 歯が凸凹しているところ

背の低い歯 義歯や差し歯、
つめものの周り

歯の根元 奥歯の奥



声
の
公
報
を
届
け
て
い
ま
す

「
音
声
訳
」と
い
う
言
葉
は
、あ
ま

り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
音
声
訳
」
は
芸
能
、
芸

術
分
野
の
い
わ
ゆ
る「
朗
読
」と
は
、

多
少
違
い
ま
す
。
音
声
訳
は
読
み

手
の
個
性
を
出
し
す
ぎ
な
い
で
、

ま
た
過
剰
な
感
情
移
入
を
控
え
て
、

視
覚
障
害
者
に
印
刷
物
の
内
容
を

よ
り
正
確
に
伝
え
る
よ
う
に
「
音

訳
」
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
も
の

で
す
。

湯
沢
町
音
声
訳
の
会
「
た
ん
ぽ

ぽ
」は
、町
か
ら
公
的
に
発
行
さ
れ

て
い
る
「
広
報
ゆ
ざ
わ
」、
公
民
館

報
「
ゆ
き
ぐ
に
」、「
議
会
だ
よ
り
」

や「
社
協
湯
沢
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ゆ
ざ
わ
」
を
テ
ー
プ
に
音
声
訳
し

て
、
視
覚
障
害
者
の
方
々
に
配
布

す
る
こ
と
を
主
な
活
動
と
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
す
。

情
報
提
供
で
健
常
者
と
格
差
が

出
な
い
よ
う
に

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、「
社
協
湯
沢
」

に
掲
載
さ
れ
た
朗
読
奉
仕
を
募
る

呼
び
か
け
に
応
じ
た
方
々
が
、
同

志
を
誘
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
会
で

し
た
。「
読
む
こ
と
で
何
か
少
し
で

も
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と

い
う
同
じ
気
持
ち
で
集
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

近
年
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
全
国
レ
ベ

ル
の
ほ
と
ん
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
、
出

来
事
は
、
テ
レ
ビ
の
音
声
や
ラ
ジ

オ
を
聴
け
ば
、
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
い
ち
ば
ん

身
近
な
湯
沢
町
の
出
来
事
や
情
報

は
、
な
か
な
か
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

に
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

視
覚
障
害
者
の
方
の
、「
い
ち
ば

ん
身
近
な
町
の
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
」と
い
う
声
を
受
け
て
、健
常
者

と
の
情
報
で
の
格
差
が
出
な
い
よ

う
に
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
昭
和　

年
６０

か
ら　

年
以
上
も
活
動
し
て
い
ま

２０

す
。ま

だ
人
数
が
足
り
ま
せ
ん

設
立
当
初
の
音
声
の
録
音
は
ラ

ジ
カ
セ
の
内
臓
マ
イ
ク
か
ら
で
、

マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
か
ら
の
テ
ー
プ

コ
ピ
ー
も
、
ラ
ジ
カ
セ
の
倍
速
録

音
機
能
を
使
っ
た
一
本
ず
つ
の
手

作
業
で
し
た
。そ
れ
が
今
で
は
、録

音
の
性
能
も
上
が
り
、
テ
ー
プ
コ

ピ
ー
も
高
速
化
さ
れ
て
そ
の
時
間

は
非
常
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
肝
心
の
音
声
訳
を
す
る

方
が
不
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

幅
広
く
参
加
を
お
願
い
し
た
い
の

で
す
が
、
特
に
男
性
の
方
の
お
手

伝
い
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
湯
沢
町

社
会
福
祉
協
議
会（
℡
７
８
４
・
４

１
１
１
）を
通
じ
て
、会
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 
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〜
声
の
公
報
で
す
〜　

音
声
訳
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す

� �������������������������������������������������������������������������������������������

（
財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

【日程】 ６月１２日～１２月１１日

 毎週月曜日　全２３回

【時間】 午後７時３０分～午後９時

【対象】 中学生以上

 男女問わず体力に合わせて参加できます

【講師】 医療法人社団　萌気会　本間　明美氏

 （日本武術太極拳連盟２段）

【受講料】 ９,５００円（傷害保険料を含みます）

【服装】 動きやすい服装

【持ち物】 室内シューズ、汗拭きタオル

【会場】 小ホールまたはアリーナ

【定員】 ２５名程度

※申し込み締切は６月９日（金）です。

※カルチャーセンター窓口へ受講料を添えて申し込みください。（受付時間は午前８時３０分～

　午後５時です。土日も受付しています。）

【問い合わせ】（財）湯沢町都市施設公社（湯沢カルチャーセンター内）　℡７８４‐１５１１

太極拳講太極拳講座座

参加者募集の

ご案内



（13）

 

 

 

４
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

２９

「
花
ま
つ
り
ゆ
ざ
わ
」の
中
で
、花
鉢

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
花
苗
は
旭
原
福
祉
工
場
の
従

業
員
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
も
の
で

す
。今

回
は
、
旭
原
福
祉
工
場
を
支

援
す
る
一
環
と
し
て
、
花
鉢
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
場
所
に
募
金
箱
を

用
意
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、お
か

げ
さ
ま
で
２
万
６
７
２
６
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
い
花
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
町
の
中
が
花
い
っ
ぱ

い
に
な
る
よ
う
、
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
花
ま
つ
り
ゆ
ざ
わ
」
実
行
委
員
会

観
光
立
町
宣
言
関
連
事
業
の
お
知
ら
せ

新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集
の
ご
案

新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

参
加
者
募
集
の
ご
案
内内

大
源
太
川
に
沿
っ
て
、
新
緑
の
景
色
と
さ
わ
や
か
な
空
気
を
体
い
っ
ぱ
い
味
わ
う
「
新
緑

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、「
湯
沢
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
事
業
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
春
の

湯
沢
の
風
景
を
撮
影
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成　

年
６
月　

日
（
土
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後　

時　

分
（
雨
天
決
行
）

１８

１０

３０

１２

３０

【
行
程
】

８
時　

分　

湯
沢
町
公
民
館
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）
出
発

３０

９
時　

分　

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場　

出
発

００

　
　
　
　
　
（
→
滝
ノ
又
会
館
→
岩
原
橋
→
湯
沢
中
央
公
園
→
）

　

時　

分　

湯
沢
町
公
民
館　

到
着

１２

３０

【
参
加
資
格
】

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
か
ら
湯
沢
町
公
民
館
ま
で
歩
け
る
方
。

た
だ
し
、
小
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
す
る
こ
と
。

【
参
加
費
】

１
人
、
１，
０
０
０
円
（
ト
ン
汁
・
保
険
・
コ
マ
ク
サ
の
湯
入
浴
代
込
）
当
日
徴
収

【
定
員
】

　

人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

５０
【
申
し
込
み
受
付
】

平
成　

年
６
月
８
日
（
木
）
ま
で

１８

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ゆ　
（
湯
沢
町
商
工
会
内
）　

℡
７
８
４
・
２
５
２
２

※
現
地
集
合
、
ま
た
は
当
日
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
等
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
時
に
ト
ン
汁
を
用
意
し
ま
す
。

　

食
器
・
箸
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
地
域
に
伝
承
さ
れ
た
郷
土
食
を
、
も
う
一
度

見
つ
め
な
お
し
、「
住
民
の
健
康
づ
く
り
」
と
「
観
光
産

業
へ
の
振
興
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
一
年
が
か
り
で
完

成
さ
せ
た　

品
目
の
郷
土
料
理
集
で
す
。

６１

郷
土
の
言
い
伝
え
な
ど
を
加
え
て
、
地
域
特
産
の
マ

イ
タ
ケ
、
そ
ば
、
か
ぐ
ら
南
蛮
な
ど
を
利
用
し
た
料
理

　

品
目
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

１６
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
な
料
理

春
：
木
の
芽
ご
飯
、
つ
き
が
え
し
、
に
し
ん
味
噌

夏
：
棒
だ
ら
煮
、
ぼ
ぼ
っ
こ
煮
、
ゆ
う
ご
う
の
鯨
汁

秋
：
芋
ぼ
た
も
ち
、
菜
飯
、
味
噌
ご
た
煮

冬
：
ぜ
ん
ま
い
煮
も
ん
、
野
沢
菜
の
切
り
ざ
え

レ
シ
ピ
集
の
申
し
込
み
は

レ
シ
ピ
集
は
一
冊
１，
２
０
０
円
（
予
定
価
格
・
送

料
別
）で
販
売
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、新
潟
県
食
生

活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
南
魚
沼
支
部
長
（
関
厚
子
さ

ん
）
宅
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
７
７
・
３
２
２
４

締
め
切
り
：
６
月　

日
（
木
）

１５

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

企
画
調
整
課　

℡
７
７
２
・
８
１
３
６

� �����������������������������������������������������������������������������������������

お
知
ら
せ

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

南
魚
沼
地
域
の
郷
土
料
理
集

南
魚
沼
地
域
の
郷
土
料
理
集
がが

完
成
し
ま
し

完
成
し
ま
し
たた

� �����������������������������������������������������������������������������������������

募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



　

他
人
ご
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
エ
イ
ズ
検
査
は
あ
な
た

に
も
必
要
で
す
。

日
本
で
は
今
も
な
お
、
エ
イ
ズ

感
染
者
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

H
I
V
は
自
分
の
知
ら
な
い
う
ち

に
感
染
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
保
健
所
で
は
気
軽
に
検
査
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
専
用
電
話
を

用
意
し
、
相
談
あ
る
い
は
検
査
の

予
約
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
無
料
、
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

ま
た
、
国
で
は
6
月
1
日
〜
7

日
を「
H
I
V
検
査
普
及
週
間
」と

し
て
H
I
V
検
査
の
普
及
に
努
め

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
保
健
所

℡
７
７
０
・
０
１
２
１

（
専
用
電
話
）

新
潟
県
で
は
、　

歳
に
な
っ
て

８０

も　

本
の
歯
が
あ
る
よ
う
に
と
歯

２０
科
保
健
啓
発
普
及
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、「
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

次
の
募
集
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
資
格
】

・
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

１１

れ
た
方
（
満　

歳
以
上
） 

７０

①　

〜　

歳
に
つ
い
て
は
、
自
分

７０

７９

の
歯
が　

本
以
上
あ
る
方 

２４

②　

歳
以
上
に
つ
い
て
は
、
自
分

８０の
歯
が　

本
以
上
あ
る
方． 

２０

【
応
募
先
】

湯
沢
町
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
７
８
４
・
３
１
４
９ 

【
応
募
締
め
切
り
】． 

６
月　

日
（
木
）
ま
で 

１５

＊
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

後
日
歯
科
健
診
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

６
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

７
日
（
水
）

相
談
員　

井
熊　

秀
夫

南
雲
ミ
ヨ
シ

　

日
（
水
）

１４
相
談
員　

高
橋　

武
成

　
　
　
　

高
橋
ト
ミ
エ

　

日
（
水
）

２１
相
談
員　

橋
本　

秋
治

　
　
　
　

金
丸　

一
江

　

日
（
水
）

２８
相
談
員　

高
橋　

武
成

　
　
　
　

南
雲
ミ
ヨ
シ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時
で

す
。
時
間
中
は
、
電
話
（
７
８

４
・
４
１
１
３
）
で
の
相
談
も

で
き
ま
す
。

６
月
の
行
政
相
談

　

日
（
土
）

１０午
後
１
時
〜
３
時

相
談
委
員　

南
雲　

恒
忠

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館
３
階

（14）広報ゆざわ　H１８．５．２８

6月 のけんこつ体操教室
時間日会場

１３:３０～１５:００８日�三 俣 地 区 館

１０:００～１１:３０２３日�９日�神立中央集会場（田中）

９:３０～１１:００２７日�１３日�神立中央会館（栄町）

１０:００～１１:３０
１３日�

２７日�

６日�

２０日�
農山村総合開発センター

１０:００～１１:３０２８日�１４日�下 湯 沢 公 民 館

１０:００～１１:３０

９日�

２３日�

２日�

１６日�

３０日�

総 合 福 祉 セ ン タ ー

◎タオル、お茶などの飲み物を持ってきてください。
◎農山村総合開発センターは内履きが必要です
【参　加　費】　２００円（申し込みは不要）
【問い合わせ】　地域包括支援センター　℡７８４－３０００

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �����������������������������������������������

エ
イ
ズ
検
査
の
ご
案
内

「
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
応
募
に
つ
い
て

■湯沢町の交通事故発生状況■

増減昨年本年

－６件２１件１５件発 生 件 数

± ０人０人　０人死 亡 者 数

－５人３３人２８人負 傷 者 数

（１月１日～４月３０日）

湯沢町融雪災害警戒本部を
解散しました

融雪期をむかえ、雪解けによる土
砂災害の発生や河川の増水等によ
る災害の発生が懸念されたことか
ら、「湯沢町融雪災害警戒本部」を設
置しておりましたが、融雪災害発生
の危険が低くなったことから、平成
１８年５月１９日午前９時をもって解
散しました。

【問い合わせ】
総務課消防防災係　℡７８４－３４５１

�

�
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�
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���������������
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※問い合わせ　住民課環境生活係�７８４－３４５３ごみ収集
三 国 ･ 三 俣土 樽 ･ 神 立湯 沢 西湯 沢 東出 し 方区 分

�・�・�（２９日は休み）�・�・�指定袋に入れる。可 燃 ご み

２１日１６日２０日１５日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル

１４日９日１３日８日紙 類 ・ 布 類

７日２日６日１日

指定袋に入れる。
袋を二重にしないこと。

ペ ッ ト ボ ト ル

２日７日１日６日空 き 缶

９日１４日８日１３日空 き び ん

１６日２１日１５日２０日その他の不燃ごみ

※ごみの減量化・資源化にご協力ください。（毎月２９日はごみ減量の日で収集はお休みです）

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内 �７８４－３１４９）予防接種　　
会 場 ・ 時 間対 象種 類日

保健医療センター内
健康増進施設

 
１４：００～１５：００

生後６か月に達するまでに１回Ｂ Ｃ Ｇ６�

１期：生後３～１２か月の間に３～８週間の間隔で３回接種
１期追加：３回目接種後、おおむね１２～１８か月おいて１回接種

三 種 混 合１３�

１期：生後１２か月（１歳）～２４か月（２歳）未満麻しん・風しん２０�

◎持参するもの：母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具
◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成１８年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内�７８４－３１４９）保健衛生行事
会 場時 間対 象種 目日

健 康 増 進 施 設０９:３０～０９:４５申込者（定員８名）子 宮 が ん 検 診２�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:３０～１５:００申込者乳 が ん 検 診４�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００集合
Ｈ１７．１０月～１１月生まれ６ か 月 児 健 診

６� Ｈ１７．４月～５月生まれ１ 歳 児 健 診

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

総 合 福 祉 セ ン タ ー８:００～１０:００駅通・上中合 同 検 診
８�

総 合 福 祉 セ ン タ ー８:００～１０:００成 人 歯 科 健 診

滝 ノ 又 会 館８:００～１０:００小坂・滝ノ又・谷後・旭原合 同 検 診９�

ロープウェー体育館８:００～１０:００
西中・西山・布場・滝沢・
湯元・下熊野

合 同 検 診
１２�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:３０～１５:００H１８.５月末までの妊娠届け出者マ タ ニ テ ィ ー サ ロ ン

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン
１３�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母 子 手 帳 発 行

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００集合Ｈ１５．６月～８月生まれ３ 歳 児 健 診１６�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン
２０�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１９:００～２１:００H１８.５月末までの妊娠届け出者マ タ ニ テ ィ ー サ ロ ン

健 康 増 進 施 設０９:３０～０９:４５申込者（定員８名）子 宮 が ん 検 診２１�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン
２７�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母 子 手 帳 発 行

健 康 増 進 施 設０９:３０～０９:４５申込者（定員８名）子 宮 が ん 検 診３０�

６ 月 の６ 月 の 暦暦
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※問い合わせ　日曜・祝日 _休日救急診療所　℡７７３ － ６６８８

その他の日 _南魚沼市消防本部　℡ ７８２ － １９９１
（テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療 _斎藤記念病院　℡７７３－５１１１

６月の救急診療当番

外　　科内　　科受　付　時　間日
六 日 町 病 院�７８２－６６８８風 間 内 科 医 院１２：００   ～  １８：００

３�
六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
４�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

ゆきぐに大和総合病院�７８０－６５４３保 健 医 療 セ ン タ ー１２：００   ～  １８：００
１０�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
１１�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆきぐに大和総合病院�７７３－３２１１中 澤 医 院１２：００   ～  １８：００
１７�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
１８�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７７５－２００９城 内 病 院１２：００   ～  １８：００
２４�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
２５�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００
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４
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まちのうごまちのうごきき
（前年比）５月１日現在４月届出分

（－ 24）4,313男7出生

（－ 66）4,375女8死亡

（－ 90）8,688計63転入

（－ 16）3,203世帯64転出

●保健医療センターでは２４時間、救急患者を診療する体制
をとっていて、当番にあたっていない日でも対応してい
ます。もし救急で受診されたい時は、まず保健医療セン
ター（℡７８０－６５４３）までご連絡ください。ホームペー
ジ（http://yuzawamed.jp/）で保健医療センターの利用等
についてご覧いただけます。


